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ホタ ル ィカモ ドキ科,ホ タル イ カの分布 は広 く日本 海,太 平 洋,オ ホー ツ ク海 にお よ ぶ。 日本海

にお け る本 種 の分 布 構造 はキ ュウ リエ ソ と類似 し,DSLの 主 要構 成 体 の1種 となっ てお り生 物 生

産上 重 要 な位 置 を 占めて い る。 ま た,産 卵期 に 富 山湾 の 浅所 に大 群 をな して 来 遊 し漁獲 され るこ と

で 知 られ るよ うに産業 的 価 値 も高 い 。 この た め,本 種 に っ いて の研 究 は 比較 的多 いが,そ の生 活 史

の多 くの部 分が 未 解 明 で あ る。特 に 日本 海 に お け るホ タル イ カの生 態 は不 明 な点 が 多 い。著 者 らの

行 った調 査(中 層 トロー ル網漁 具開 発 研 究)に お い て ホタル イ カは ウマ ヅ ラハ ギ ・キ ュ ウ リエ ソ ・

ヤ リイ カ ・ハ タ ハ タ ・ホ タル イ カモ ドキ に次い で 漁獲 が 多 か った 。 した が って,こ の 資料 か ら本 種

の 資源 生物学 的特 性 を 明 らか にす るた めの調 査 を行 い,若 干 の 知見 を得 た ので報 告 す る。

材 料 と 方 法

用い た材料 は図1に 示 す 日本 海 南西 海域 にお い て

中層 トロー ル(曳 網永 深:35～180m,魚 ど り部 の

目合13m皿)で 漁獲 され た ホタ ル イ カ(表1)と,ノ

ル パ ッ クネ ッ ト(4,5月 は マル特 プ ラ ン ク トンネ

ッ ト)に よ る0～150〃zの 鉛 直 曳 で採 集 され た ホタ

ル イカの卵 お よ び稚仔 で あ る。

採 集 した卵,稚 仔 は5%ホ ル マ リン溶 液 で固 定 し

種の 同 定 と計数 を行 った。漁 獲 され た ホ タル イ カは

現 場 で10%ホ ル マ リン溶 液 で 固 定 し,実 験 室 で 外

套 背 長,体 重,生 殖腺 の測 定 を行 った。外 套 背長35

mm以 下 の 雌 の生 殖 腺 は ほ とん どの ものが0.04g以

下 と非常 に小 さか ったの で,こ こで は雌 の場 合が 外

套 背 長35mm以 上,ま た,同 様 の理 由 で雄 の場 合 が

おmm以 上 の個 体 に つ いて それ ぞ れの 生殖 腺 の測 定

を行 った。雌の場合,輸 卵管内卵数は全数,卵 巣卵数はシャーレの中で卵塊 をよく分離し全体の%

*水 産海洋研究会報 第49号(1985)に 発表 した



～1/16を計数 し,卵 径の測定は万能投影器を拡大 して0 .2mm

以上の ものについてのみ行った。雄の場合は精莢嚢内の精

莢の全数を計数 した。生殖腺の熟度指数GSIは,生 殖腺

重量GWg,体 重Wgか ら次式を用いて求めた。

G S I =GWX 10?/ (W-GW)

結 果 の 概 要

結果は水産海洋研究会報(49号)に 報告 してあるので詳

細はは省略するが概要は次のとおりであった。

1.ホ タル イカの生 物 学 的最 小形 は雌 が40mm,雄 が35団m前 後 で あ る。

2.こ の 海域 にお け るホ タ ル イ カは ほぼ周 年 産卵 す るが,そ の盛 期 は4～6月 で あ る。 ま た,本

種 の主 群 の交接 期 は冬 期 の1～3月 と推 定 された。

3.孕 卵数(0.2皿m以 上 の 卵)は5,000～10.000粒 とか な り変 異 が あ る。 また,雌1尾1回 の産

卵 数 は400～600粒 で分 割放 卵 す る もの と思 わ れ るθ

4.雄は8～9ケ 月 で成 熟 し,雌 は11～12ケ 月 で性 成熟 に達 し産卵 す る もの と思 わ れ る。 また,

寿命 は雄 が11～12ケ 月,雌 が12～13ケ 月程 度 と推定 され た。

5・ この海 域 にお け るホ タル イカの成 長 式 は 月数 をt,外 套 背 長 をMLmmと す る と次式 で表 わせ

る 。

雌

雄

ML t=66.5 ( 1-e-0.128(t-0.475))

MLt=59.2 ( 1-e-0.160(t-0.579)




